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これまでの

関するコンテ
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複数の原香料か

ここでいう最適

香料の強さを探

用いられ，生理

5]．多様であ

得られれば，癒

りなどの応用も

が期待できる．

本研究では，

りを探索する手

る製品に，個々

ことを目的と

Hirokata らによ

れた[6,7]．我々

もに，最初はイ

ジに合う香りを

個体を順に提示

かった．そのた

による介入な

型タブー探索に

が，嗅ぎ直しを
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作る有効な手段

を理解するこ
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る．Zhang らは
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れまで行ってき

りの最適解探索
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を与え，それを

行ってきた．

洗剤を始めとす

の利用も考えな

このような視

合う香りを作

に対し，印象語
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合う香りを作り
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提案手法の基

11 名の学生に

索実験と評価実

品として消臭

臭ビーズに合

無色透明である

香り提示装置

となる 6 種類

ー，ユーカリ，

に換気を行う

，利用目的に合
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は，情報技術

は，大学のイメ

香り生成のた

いられた．こ

，各原香料の強

る．上記の研究

通じて手作業

イメージに合
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索の研究におい

料を用いた解の

変数の最適化問

ー探索による香

ように，シス

，その中から世

れる．ユーザ

，ある程度の狙

が，初心者に

けることは困難
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脱臭

ことで，室内に

た，嗅覚疲労を

休憩を取ること

探索実験 

この段階では，

値をもとに混合

験者に届けられ

を嗅ぎ，評価を

0~100 とした

後の最終世代の

タブー探索の

:全く合わない

ってもらった．

体ごとの得点を

た． 
タブー探索のア

数を 6，タブー

した．初期世代

された． 

評価実験 

探索実験で得ら

における相対的

効性を示せたと

得られた香りが

調べるために，

較評価を行う．

探索実験後に休

得られたこれら

個体の提示順は

ランスを取った

（図 2）を用い

図 2 香り

実験結果 

探索実験の結

探索実験におけ

す．図 3 は，一

あり，6 種類の

の被験者の例で

徐々に下がって

モットでは，3
た，パインの香

している様子が

強さの推移は，

臭機

に評価対象外の

をできるだけ防

と，コーヒーの

提案手法によ

合された香りは

れた．被験者は

を行った（図 2
た．被験者ごと

のタブーリスト

の個体を被験者

い～5:どちらで

世代中の全個

を提示し，再度

アルゴリズムの

ーリストのサイ

代の各個体が持

られた評価値は

的な評価であり

とは言い難い．

が，被験者ごと

初期世代の最

 
休憩をとった後

らの 2 個体を 9
はランダムであ

た．香りの提示
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りを提示する

結果 

ける探索の推移

一被験者におけ

の原香料ごとの

では，ユーカリ

ていく一方向的

世代目から継

香りは 6 世代目

が見られた．こ

他の被験者で

の香りが残るこ

防ぐために，被

の香りを嗅ぐこ

よる香り探索を

は，送風機から

は，消臭ビーズ

2）．各原香料

とに，10 世代分

トの個体の評価

者に提示し，

でもない～9:非
個体を評価して

度の嗅ぎ直しを

の設定としては

イズを 6，近傍

持つ 6 変数の値

は，世代中，あ

り，その値だけ

評価実験では

との感性を反映

最良個体と最終

後に，被験者ご

9 段階で評価し

あり，被験者間

示には，探索実

る実験装置の

移について，一

ける世代ごとの

の強さの変化が

リの香りにおい

的な変化が観察

継続的な上昇傾

目から継続的に

このような一方

でも観察された

ことを防いだ．

被験者は，自由

ことが許された

を行う．個体の

らの弱風により

ズを見ながら香

料の強さの範囲

分の探索と，そ

価をしてもらっ

評価を 9 段階

非常に合う）で

てもらった後に

を行うことを認

は，1 世代の個

傍の距離を±1
値は，乱数で設

あるいは近い世

けでは，手法の

は，探索を通じ

映していること

終最良個体との

ごとに探索実験

してもらった．

間でカウンター

実験と同様の装

の概念図 

一被験者の例を

の最良解の推移

が示されている

いて，高い値か

察された．ベル

傾向が見られ，

にその強さが下

方向的な原香料

た． 

由
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の
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香
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そ
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評価実験の結

最終最良個体の

と標準偏差を示

代終了時のタブ

のものを指すこ

初期世代の最

価値となった．

の符号順位検定

たところ，最

示された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 世

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 考察 
探索実験にお

の香り探索の実

果と合わせる

良個体へと探索

のと考えられる

はやや小さく，

囲をやや狭めに

われる．対話型

は，通常の進化

行を繰り返すこ

より広い幅の近

採用したい． 

 

結果として，図

の 2 つの香り

示す．最終最

ブーリストに収

ことに注意され

最良個体に比べ

．標準偏差は

定を用い，これ

終最良個体の

世代ごとの最

図 4 評価

おける原香料

実験結果でも観

と，このよう

索の範囲が向

る．しかしな

，これは新た

に設定してし

型進化計算にお

化計算におけ

ことが困難で

近傍に次世代

図 4 に，初期

に対する全被

良個体は，探

収められた 6
れたい． 
べ，最終最良

，ほぼ同じで

れらの値の統

の方が値が高い

最良個体の推

価実験の結果

の一方向的な

観察されてい

な変化は，タ

かっているこ

がら，本研究
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